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■ 「ゆうカラオケフェスタ♪」 出場者募集
　ゆう主催カラオケまつりをリニューアルして開催します。
小さなお子さんからベテランまで、高校生のペアなど友達グ
ループでも参加できます。自薦・他薦問いませんのでお気軽
に申し込みください。ゆうの大舞台で気持ちよく歌ってみま
せんか。
❖とき　10 月 26 日㈯　15:00 ～（開場 14:30）
❖ところ　大ホール
❖定員　20 組　応募多数の場合は抽選になります。
❖申込期間　8 月 20 日㈫～ 9 月 15 日㈰
❖エントリー料　無料
※詳細はゆうへお問い合わせください。
■ 「手づくりマーケット in ゆう」 出店者募集
　今年も手づくりマーケットを開催します！毎年、アクセサ
リーや布バック、雑貨など“手づくり作品”を求めてたくさ
んの方が来場します。趣味やサークルでの出店、作り手同士
の交流を深めたい方など、たくさんのご応募お待ちしていま
す！
❖と　き　12 月 1 日㈰　10:00 〜 14:30
❖出店数　 40店舗（出店希望者多数の場合は抽選となります）
❖出店料　 1,500 円　※別途出店保証金がかかります。
❖申込方法　郵便往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・
　住所・氏名・電話番号・出店する商品の詳細・お店の屋号（あ
　る方のみ）、「返信用表面」に返信先の住所・氏名を明記し
　申し込みください。
❖あて先　〒 073-0153 砂川市東 3 条北 2 丁目 3-3 NPO 法人ゆう
❖申込期間　8 月 15 日㈭〜 9 月 12 日㈭　消印有効
◦　◦　◦　◦　ゆうボランティア募集　◦　◦　◦　◦
　ゆうを一緒に盛り上げ、日々の運営やイベントの開催など
を支えてくれるボランティアを募集しています。子どもゾー
ンの見守りや、イベントでのお手伝いなど、内容はさまざま
です。ボランティア特典としてゆうをお得に利用できるエコ
マネーがもらえます♪少しでもご協力いただける方は、ぜひ
ゆうボランティアへご登録をお願いします。詳細はお気軽に
ゆう事務局までお問い合わせください。

伝　　　言　　　板

問ＮＰＯ法人ゆう事務局℡ 54-3111

施設点検のため 9月 18㈬を臨時休館日とします

■ゆういきいきサロン
　今月も前半は「ふまねっと運動」
を行い、後半は中空知レクリエー
ション協会の講師をお招きしてレ
クリエーションを楽しみます♪
❖と　き　8 月 28 日㈬
　　　　　10:00 ～ 12:00
❖ところ　ミニホールほか

■ゆう百歳体操
❖と　き　毎週月・木曜日
　【8月】
　（19 日、22 日、26 日）
　【9月】
　（2 日、5 日、9 日、12 日）
　10:00 ～ 11:30
❖ところ　大ホールほか

7 月 1 日以降に入ってきた新刊書です

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 文学書 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

◦１１９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長岡弘樹）

◦美しき愚かものたちのタブロー（原田マハ）

◦鬼を待つ　　　　　　　　　　　 （あさのあつこ）

◦女の偏差値　　　　　　　　　　　　（林真理子）

◦介護の流儀　　　　　　　　　　　　（曾野綾子）

◦暁天の星　 　　　　　　　　　　　　　　（葉室麟）

◦刑事の慟哭　　　　　　　　　　　　（下村敦史）

◦刑罰　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シーラッハ）

◦じじばばのるつぼ　　　　　　　　　（群ようこ）

◦旅は道づれきりきり舞い　　（諸田玲子）

◦とむらい屋颯太　　　　　　　　　　（梶よう子）

◦トリニティ　　　　　　　　　　　　　　　　（窪美澄）

◦ノーサイド・ゲーム　　　　　　　（池井戸潤）

◦百花　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川村元気）

◦笑え、シャイロック　　　　　　　　（中山七里）

・ ・ ・ ・ ・ ・ 実用書ほか ・ ・ ・ ・ ・ ・

◦オートバイの洗車 ・ メンテナンス入門

　　　　　　　　　（スタジオタッククリエイティブ）

◦官邸官僚　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森功）

◦鳴き声から調べる野鳥図鑑（松田道生）

◦なぜ最近の若者は突然辞めるのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平賀充記）

◦令和改元の舞台裏

　　　　　　　（毎日新聞 「代替わり」 取材班）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 児童書 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

◦ごはんごはん 　（視覚デザイン研究所）

◦ころべばいいのに　　　（ヨシタケシンスケ）

◦こんどこそは名探偵　　　　　　　　（杉山亮）

ほか全 244 冊

問図書館℡ 52-3819

主な新刊書

オススメの 1 冊

　 地震 ・ 風水害 ・ 雪害 ・ 火山災害など多

種多様な災害が起こる ・ 災害大国 ・ 日本。

その中でも大規模災害の人的被害は、 高

齢者に集中する場合が多い。 災害の現場

を知るプロが、事前準備から発生時の対応、

被災生活、 そして復興までの正しい知識を

シニア世代の対応を中心に紹介する。

『シニアのための防災手帖』
（三平洵）
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